
広報しもだ ２０１５.４月号 －６－

歳
に
な
る
と
、
学
生
で
あ
っ

２０
て
も
日
本
国
内
に
住
む
人
は
年
金

に
加
入
し
て
国
民
年
金
保
険
料
を

納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
国
民
年
金
に
は
、
経

済
的
に
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が

難
し
い
場
合
、
保
険
料
を
免
除
・

猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

※
免
除
、
猶
予
を
ご
希
望
の
方
は

毎
年
申
請
が
必
要
に
な
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
学
生
納
付
特
例
制
度
の
場
合
、

４
月
が
申
請
開
始
月
に
な
り
ま

す
の
で
特
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

４
月
か
ら
翌
年
３
月
を
１
年
度

と
し
、
学
生
本
人
の
前
年
所
得
に

基
づ
き
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ

れ
ま
す
。

ಛ
ྫ
Λ
ड
͚
Β
Ε
Δ
ॴ
ಘ
の
Ί
΍
͢

所
得
が
１
１
８
万
円
＋
（
扶
養

親
族
等
の
数
×

万
円
）
よ
り
も

３８

低
い
額
以
下
で
あ
る
場
合
。

ख
ଓ
͖
に
ඞ
ཁ
ͳ
΋
の

年
金
手
帳
、
在
学
期
間
が
わ
か

る
在
学
証
明
書
、
又
は
学
生
証

（
裏
面
に
有
効
期
限
、
学
年
、
入

学
年
月
日
の
記
載
が
あ
る
場
合
は

裏
面
も
含
む
）
の
写
し
、
印
鑑

本
人
・
世
帯
主
・
配
偶
者
の
前

年
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
や
、

失
業
し
た
場
合
な
ど
、
保
険
料
の

納
付
が
経
済
的
に
困
難
な
場
合
は

免
除
に
な
り
ま
す
。

໔
আ
と
ͳ
Δ
ॴ
ಘ
の
Ί
΍
͢

前
年
所
得
が
左
記
そ
れ
ぞ
れ
の

計
算
式
で
計
算
し
た
金
額
の
範
囲

内
で
あ
る
と
、
そ
の
免
除
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

ɾ
શ
ֹ
໔
আ

（
扶
養
親
族
等
の
数
＋
１
）×

万
３５

円
＋

万
円

２２

ɾ
�
෼
の
�
໔
আ

万
円
＋
扶
養
親
族
等
控
除
額
＋

７８社
会
保
険
料
控
除
額
等

ɾ
൒
ֹ
໔
আ

１
１
８
万
円
＋
扶
養
親
族
等
控
除

額
＋
社
会
保
険
料
控
除
額
等

ɾ
�
෼
の
�
໔
আ

１
５
８
万
円
＋
扶
養
親
族
等
控
除

額
＋
社
会
保
険
料
控
除
額
等

ख
ଓ
に
ඞ
ཁ
ͳ
΋
の

年
金
手
帳
、
本
人
・
配
偶
者
・

世
帯
主
が
離
職
し
た
場
合
、
雇
用

保
険
受
給
資
格
者
証
の
写
し
、
又

は
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
等

の
写
し
、
印
鑑

歳
か
ら

歳
未
満
の
方
で
、

２０

３０

本
人
・
配
偶
者
の
前
年
所
得
が
一

定
額
以
下
の
場
合
に
は
、
申
請
後

に
承
認
さ
れ
る
と
保
険
料
の
納
付

が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

納
෇
༛
༧
と
ͳ
Δ
ॴ
ಘ
の
Ί
΍
͢

所
得
が
（
扶
養
親
族
等
の
数
＋

１
）×

万
円
＋

万
円
で
計
算
し

３５

２２

た
額
以
下
で
あ
る
場
合
で
す
。

ख
ଓ
に
ඞ
ཁ
ͳ
΋
の

年
金
手
帳
、
本
人
が
離
職
し
た

場
合
、
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証

の
写
し
又
は
雇
用
保
険
被
保
険
者

離
職
票
等
の
写
し
、
印
鑑

問
合
せ
先

市
民
保
健
課
国
保
年
金
係

（
窓
口
③
）
緯
鰻
３
９
２
２

・
障
害
や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の

事
態
が
発
生
す
る
と
、
障
害
基

礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金
が
受

け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
老
齢
基
礎
年
金
を
将
来
的
に
受

け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
４
月

よ
り
院
長
と
し
て
就
任
し
ま
し
た

畑
田
淳
一
で
す
。
今
ま
で
は
脳
神

経
外
科
で
診
療
を
行
っ
て
き
ま
し

た
が
、
あ
ら
た
め
ま
し
て
ご
挨
拶

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

下
田
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
は
、

地
元
１
市
５
町
（
下
田
市
、
南
伊

豆
町
、
東
伊
豆
町
、
河
津
町
、
西

伊
豆
町
、
松
崎
町
）
か
ら
な
る
一

部
事
務
組
合
を
開
設
者
と
す
る
公

立
病
院
で
す
。
南
伊
豆
町
に
あ
っ

た
共
立
湊
病
院
を
前
身
と
し
て
、

平
成

年
５
月
１
日
に
下
田
市
の

２５

現
在
の
地
に
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

私
ど
も
法
人
は
、
平
成

年
４

２３

月
共
立
湊
病
院
の
時
代
に
指
定
管

理
を
受
け
、
引
き
続
い
て
当
院
を

運
営
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

当
地
域
の
医
療
事
情
と
し
て
、

急
性
期
・
慢
性
期
い
ず
れ
の
医
療

機
関
も
少
な
く
医
療
提
供
体
制
が

脆
弱
な
事
、
高
齢
化
率
が
高
い
事

が
挙
げ
ら
れ
、
公
的
病
院
で
あ
る

当
院
は
こ
れ
ら
の
課
題
に
対
応
す

る
事
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
と

は
い
え
、
病
床
１
５
０
床
の
当
院

の
み
で
こ
れ
ら
の
課
題
に
対
応
す

る
事
は
困
難
で
す
。

そ
の
た
め
、
地
域
の
開
業
医
の

先
生
方
や
病
院
・
福
祉
施
設
、
順

天
堂
大
学
静
岡
病
院
を
代
表
と
す

る
周
辺
の
高
次
医
療
機
関
、
消
防

署
や
自
治
体
の
福
祉
関
係
部
署
等
、

多
方
面
の
方
々
と
の
緊
密
な
連
携

を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

医
師
を
は
じ
め
と
す
る
医
療
ス

タ
ッ
フ
の
確
保
は
当
院
の
大
き
な

課
題
で
あ
り
、
地
域
の
皆
様
の
期

待
に
十
分
に
応
え
ら
れ
る
体
制
と

は
未
だ
言
い
難
い
状
況
で
す
が
、

職
員
一
同
、
当
院
に
課
せ
ら
れ
た

使
命
を
自
覚
し
て
、「
患
者
さ
ん
に

は
暖
か
く
、
自
ら
は
明
る
く
、
仕

事
は
新
し
く
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

皆
様
に
愛
さ
れ
信
頼
さ
れ
る
病
院

を
目
指
し
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

問
合
せ
先

下
田
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー

緯
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国
民
年
金
に
は

免
除
制
度
が

あ
り
ま
す

院長 畑 田 淳 一

－７－ 広報しもだ ２０１５.４月号

就
職
や
退
職
、
住
所
変
更
な
ど

に
よ
り
、
健
康
保
険
が
変
更
に
な

る
こ
と
が
多
い
季
節
で
す
。

社
会
保
険
等
の
脱
退
、
加
入
手

続
は
職
場
が
行
い
ま
す
が
、
国
民

健
康
保
険
は
自
分
で
手
続
を
行
わ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
切

替
忘
れ
の
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
加
入
の
手
続
が

遅
れ
る
と
、
国
民
健
康
保
険
税
は

国
保
加
入
資
格
を
得
た
月
ま
で
さ

か
の
ぼ
っ
て
納
め
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

ま
た
、
国
保
脱
退
の
手
続
が
遅

れ
る
と
、
国
民
健
康
保
険
税
と
社

会
保
険
料
を
２
重
に
支
払
っ
て
し

ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

下
田
市
外
に
住
所
を
変
更
す
る

学
生
の
た
め
に
、
学
生
用
の
保
険

証
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
該
当
す

る
人
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

既
に
学
生
用
の
保
険
証
を
持
っ

て
い
る
人
も
、
毎
年
４
月
に
更
新

の
手
続
が
必
要
で
す
。
学
生
で
な

く
な
っ
た
場
合
は
速
や
か
に
届
出

を
お
願
い
し
ま
す
。

会
社
や
官
庁
な
ど
に
勤
め
て
い

た
人
が
、
医
療
の
必
要
性
が
高
ま

る
退
職
後
に
、
会
社
な
ど
の
健
康

保
険
か
ら
国
民
健
康
保
険
に
移
る

こ
と
で
、
国
民
健
康
保
険
の
医
療

費
負
担
は
増
大
し
ま
す
。

退
職
者
医
療
制
度
と
は
、
こ
の

よ
う
な
医
療
保
険
制
度
間
の
格
差

を
是
正
す
る
た
め
、
退
職
被
保
険

者
の
医
療
費
を
保
険
税
の
ほ
か
に

会
社
な
ど
の
健
康
保
険
か
ら
の
交

付
金
に
よ
り
ま
か
な
う
こ
と
に

よ
っ
て
、
国
民
健
康
保
険
の
財
政

負
担
や
加
入
者
の
保
険
税
負
担
が

過
重
に
な
る
こ
と
を
回
避
す
る
た

め
に
創
設
さ
れ
た
制
度
で
す
。

な
お
、
退
職
者
医
療
制
度
は
平

成

年
３
月
末
を
も
っ
て
新
規
の

２７
適
用
が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

歳
に
な
る
ま
で
は
、
退
職
者

６５
医
療
制
度
の
対
象
と
な
り
ま
す
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

ਃ
੥
ɾ
問
合
せ
先

市
民
保
健
課
国
保
年
金
係

（
窓
口
③
）
緯
鰻
３
９
２
２

ଘ
ࡏ
ᶅ
࠭
౶
の
ଘ
ࡏ
ᶆ
ࣃ
޶
の
௕

࣌
ؒ
෇
ண
、
が
全
て
揃
う
と
虫
歯

に
な
り
ま
す
。
で
す
か
ら
虫
歯
に

な
ら
な
い
た
め
に
は
、
４
つ
の
条

件
の
う
ち
、
１
つ
で
も
な
く
す
か

１
つ
１
つ
の
条
件
を
小
さ
く
す
る

こ
と
で
す
。

歯
の
質
を
強
く
す
る
に
は
日
頃

の
栄
養
や
よ
く
噛
む
こ
と
が
必
要

で
す
が
、
局
所
的
に
は
フ
ッ
素
塗

布
や
フ
ッ
素
洗
口
が
有
効
で
す
。

虫
歯
菌
は
歯
に
残
っ
た
砂
糖
を
短

時
間
で
ネ
バ
ネ
バ
し
た
物
質
に
変

化
し
、
歯
に
く
っ
つ
け
ま
す
。
そ

こ
に
虫
歯
菌
が
住
み
つ
き
増
殖
し

ま
す
。
こ
れ
が
歯
垢
（
プ
ラ
ー
ク
）

で
す
。
プ
ラ
ー
ク
の
中
で
虫
歯
菌

は
砂
糖
を
栄
養
源
と
し
て
酸
を
作

り
、
こ
の
酸
に
よ
っ
て
プ
ラ
ー
ク

が
付
着
し
て
い
る
歯
の
表
面
か
ら

カ
ル
シ
ウ
ム
が
溶
け
出
し
ま
す
。

こ
の
プ
ラ
ー
ク
が
長
時
間
つ
い

て
い
る
と
虫
歯
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
プ
ラ
ー
ク
の
毒
性
や
石
灰
化

し
た
歯
石
は
歯
周
病
の
原
因
で
す
。

虫
歯
菌
を
減
ら
す
に
は
歯
み
が
き

を
し
っ
か
り
す
る
こ
と
で
す
。

虫
歯
、
歯
周
病
予
防
を
し
っ
か

り
お
願
い
し
ま
す
。
永
久
歯
の
数

は
親
知
ら
ず
ま
で
入
れ
て「
歯（
シ
）

×
歯（
ハ
）＝

本
」
で
す
。

３２

「
下
田
市
歯
科
口
腔
保
健
の
推
進

に
関
す
る
条
例
」
を
制
定
し
、
昨

年
４
月
１
日
か
ら
施
行
し
ま
し
た
。

県
下

番
目
と
い
う
比
較
的
早
い

１２

制
定
で
す
。

目
的
は
「
歯
と
口
腔
の
健
康
を

保
持
、
向
上
し
て
い
く
こ
と
が
、

全
身
の
健
康
に
も
寄
与
し
、
豊
か

で
楽
し
い
食
生
活
と
共
に
健
康
長

寿
の
礎
と
し
て
、
市
民
の
皆
様
に

歯
科
疾
患
予
防
へ
の
生
涯
に
わ
た

る
自
主
的
な
努
力
を
促
進
し
つ
つ
、

保
健
、
医
療
、
福
祉
、
教
育
等
の

施
策
を
行
政
と
し
て
総
合
的
か
つ

計
画
的
に
推
進
し
、
市
民
の
皆
様

の
健
康
の
増
進
に
寄
与
す
る
こ
と
」

で
す
。

そ
の
中
で
、

歳
に
な
っ
て
も

８０

自
分
の
歯
を

本
以
上
保
つ
よ
う

２０

歯
科
口
腔
保
健
を
推
進
す
る
「
８

０
２
０
運
動
」
を
展
開
し
、
来
年

２
月
に
は
「
８
０
２
０
推
進
・
静

岡
県
大
会

下
田
」
の
開
催
が
予

in

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

歯
を
失
う
大
き
な
原
因
は
「
虫

歯
」「
歯
周
病
」
で
す
。
４
つ
の
条

件
、
ᶃ
ࣃ
࣭
の
ऑ
͞
ᶄ
஬
ࣃ
ە
の

■■ 他の市区町村へ転出する■■ 他の市区町村から転入した

→脱退手続（必要な物：国保保険証）→加入手続（必要な物：身分証明書）

■■ 職場の保険に加入した（扶養含）■■ 職場の保険をやめた（扶養含）

→脱退手続（必要な物：国保と職場の両方の保険証）→加入手続（必要な物：職場の保険をやめた証明書）

■■ 保険証をなくした■■ 大学などの進学のために転出する

→再発行手続（必要な物：身分証明書）→切替手続（必要な物：国保保険証、学生証等）

平
成

年
３
月
で

２７

終
了
し
ま
し
た

ͷखଓνΣοΫϦετݥอ߁ຽ݈ࠃ

※年金の手続が必要になる場合もありますので、年金手帳をお持ちください。
また、すべての手続において印鑑が必要になりますのでご用意ください。
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退
職
者
医
療
制
度

下
田
市
長

楠

山

俊

介

国国国民健康保険の

手続は

お済ですか？

国国民健康保険国民健康保険のの

手続手続はは

お済ですかお済ですか？？

国民健康保険の

手続は

お済ですか？
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